
７月の行事予定
日 曜 行 事 名

１ 土

２ 日 日曜城山登山

３ 月 学期末特別校時開始

４ 火

５ 水 交通教室 陸上記録会選考会

６ 木

７ 金 陸上記録会選考会

８ 土 土曜授業 ＰＴＡ理事会

９ 日

１０ 月

１１ 火

１２ 水 県民の日

１３ 木 グリーンタイム

１４ 金 教育相談日

１５ 土

１６ 日

１７ 月 海の日

１８ 火

１９ 水

２０ 木 終業式

２１ 金 夏季休業開始

２２ 土

２３ 日

２４ 月

２５ 火

２６ 水 市小学校水泳記録会（６年）

２７ 木 市小学校水泳記録会（５年）

２８ 金

２９ 土

３０ 日

３１ 月

鹿児島市立名山小学校 学校だより

令和５年６月発行

『ゆめ大きく ～あなたの夢はなんですか？～』
校長 宮田 研郎

今年度、名山小学校は創立145周年を迎えまし
た。これほどの伝統校になりますと校内の至ると
ころに長い歴史が感じられる品物や作品、写真等
を見つけることができます。例えば、学校玄関の
掲示板に飾られているセピア色の写真。その中の
一枚は、「1891（明治24）年ロシア皇太子訪問」
というタイトルが付けられ、ニコライ皇太子が当
時の名山小学校のバルコニーから歓迎のために行
われた郷土芸能を鑑賞されている様子が映し出さ
れています。歴史の中の重要な一場面に本校が登
場していたことに驚いてしまいます。
また、玄関の脇には創立120周年記念に制作さ

れた、女の子の可愛いブロンズ像が飾られていま
す。台座には「ゆめ大きく」の文字。この言葉は
校長室前に掲げられている額にも記されている言
葉です。短いフレーズですが力強く、素敵な響き
があります。
そんな中、先日、校長室の書棚の中から昭和53

年12月発行された「百周年記念誌 名山」という
100ページ程の冊子を見つけ、中をめくってみる
と、『ぼくのゆめ、わたしのゆめ』のページには
全校児童の夢が綴られていました。では、今から
45年前の当時の６年生の子どもたち（73名）の夢、
ベスト３は？
１位…保母さん（現在は、保育士）７名
２位…教員・世界一周 各５名
３位…医者・プロ野球選手・スチュワーデス（現在は、客室乗務員）各４名
45年前の６年生ですから、現在は50歳代後半。

いろんな所でそれぞれの御立場で御活躍されてお
られることでしょう。これまでに名山小学校を卒
業した児童は約７千人。長い歴史の中で７千通り
以上の夢が描かれたことでしょう。
ところで、今の名山っ子は、ど

んな夢を持っているのでしょうか。
なりたい職業って何でしょうか？
「夢を語る人は、夢を叶えられる」
と聞いたことがあります。あの大
谷選手の「夢ノート」も話題にな
りましたね。ぜひ、御家庭で子ど
もたちと夢を語ってください。子
どもの願いに耳を傾け、夢をもっ
と大きくしてあげてください。私
も子どもたちに「あなたの夢はな
んですか。」と聞いてみたいと思い
ます。

スクールゾーン委員会
すでにさくら連絡網でお知らせしましたとお

り、６月１０日（土）にスクールゾーン委員会

を開催しました。

ＰＴＡ執行部、校区あいご会役員、各学年の

生活指導部、地域ＰＴＡ委員長、通学保護員、

学校職員が出席し、児童の交通安全に関するこ

とや通学路における危

険個所について情報交

換をしました。

さくら連絡網で送信

しました危険個所につ

いては、再度、家庭で

確認していただいて、

子どもたちの登下校時

の安全確保に努めてく

ださい。

体力・運動能力調査
高学年が体力・運動能力調査を実施しました。
近年、新型コロナウイルス感染症の影響もあ

って、全国の子どもたちの体力は下降傾向にあ
りますが、本校は全国や県と比較してもさらに
低い基準にあります。
今回、この調査で出てきた課題をもとに、子

どもたちの体力をいかに付けるかを検討し、子
どもたちの体力低下に歯止めを掛けたいと考え
ています。

通学保護員を募集しています

現在、通学保護員が不足しており、毎朝

登校時の子どもたちの見守り活動をしてい

ただける方を募集しております。我こそは

と思われる方、お知り合いの方で朝の時間

を子供たちのために使っていただける方を

御存じの方がいらっしゃいましたら、学校

まで御連絡ください。(224-7126)

赤十字登録式
１３日（火）の朝の時間に赤十字登録式を

実施しました。
赤十字は、敵味方なく、戦争や災害救助を

はじめ、苦しむ人々を救済する活動を行う組
織です。
学校では、赤十字の目的や活動を受け、ボ

ランティア活動に取り組んでいます。この日
は、JRC 委員会があいさつや VS 活動、募金
活動などの取組を紹介し、全児童に活動への
協力をお願いしました。
ボランティア活動は、

自分で考えて進んで活
動することに意義があ
ります。子供たちには、
その意義に加え、相手
のことを考えて活動で
きるようになってくれたら、より高いボラン
ティア活動ができると思います。

日本語教室お楽しみ会
２４日（土）、体育館で日本語教室のお楽し

み会を開催しました。
日本の縁日を模して射的や風船ヨーヨー釣

りをしたり、紙飛行機を折って飛ばしたり、
七夕飾りを作って笹の葉に飾ったりと１時間
半の間で、たくさんの日本の文化に触れるこ
とができました。
「ヨーヨー釣りはこよりが切れて難しかっ

たけど、楽しかった」「七夕の願いが叶うとい
いな」「飛行機が上手に折れて、よく飛んだよ」
と、参加した家族から感想が聞けました。

祁答院田植え
１４日（水）、５年生が祁答院町黒木地区にある学習園に田植え

に行ってきました。
子どもたちは初めての土の感触に歓声をあげながら、一本一本丁

寧に手作業で苗を植えていきました。今でこそ田植え機で、広い田
んぼも一気に植えることができますが、昔はこのように手作業で大
変だったことを感じてくれていたようでした。
稲穂が実る頃までは、黒木地区にある農家の皆さんにお世話をし

ていただきます。植えた苗がどのくらい大きくなって、どのくらい
のお米ができるのか、とても楽しみですね。


